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報道関係者各位 

2026 年 8月 6日 

株式会社東陽テクニカ 

AI データセンター向け Ultra Ethernet 検証を実現 

「VIAVI TestCenter」に新機能 

「Ultra Ethernet Transport（UET）検証ソリューション」を追加 

GPU 不要で大規模 AI ネットワークの性能・耐障害性評価を効率化 

株式会社東陽テクニカ（本社：東京都中央区、代表取締役 社長執行役員：高野
こ う の

  俊也
と し や

 は 、取扱製

品である VIAVI Solutions Inc.（本社：米国アリゾナ州、President and CEO：Oleg Khaykin(オレグ・

ハイキン)は製ネットワークパフォーマンステスター「VIAVI TestCenter」シリーズの追加機能として、このほど新たに

「Ultra Ethernet Transport（UETは検証ソリューション」の提供を開始しました。 

本ソリューション 、AI ファブリック向け Ultra Ethernet Transport（UETはの検証を支援する機能です。

GPU を使用することなく、実環境に近い AI ワークロードトラフィックを大規模にエミュレーションし、ハイパースケーラ

ー、クラウド/ネオクラウド事業者、ネットワーク機器メーカーにおける次世代 AI データセンターネットワークの開発・

評価の効率化を実現します。 

 

「VIAVI TestCenter」シリーズの一つ「VIAVI TestCenter D2 1.6T アプライアンス」 

 

【 背景 】 

生成AI や Large Language Model（LLMはの普及に伴い、AI データセンターで 大規模GPU クラスタ

を接続する高性能・低遅延なネットワーク基盤への需要が高まっています。近年 Ultra Ethernet 

Consortium（UECはが策定する「Ultra Ethernet Stack 」が、AI および High Performance 

Computing（HPCは向け通信基盤として注目されており、マルチベンダー環境での相互接続と大規模スケーラ

ビリティの実現が期待されています。 

一方で、AI クラスタの大規模化に伴い、実際の GPU を大量に利用したネットワーク検証 コストや設備面で

大きな負担となっています。また、AI ワークロード特有の輻輳制御や負荷分散機能を事前に十分検証することが、

安定した AI サービス提供のために重要となっています。 
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本ソリューションで 、Ultra Ethernet Stack で採用される UET プロトコルのトランスポート層を高精度にエミ

ュレーションし、実運用環境に近いステートフルな AI トラフィックを再現できます。GPU を利用せずに大規模な AI

ワークロードを模擬できるため、低コストかつ効率的なネットワーク検証を実現します。 

東陽テクニカ 、本ソリューションの提供を通じて、AI データセンターおよび次世代ネットワークインフラの開発・検

証の効率化を支援し、高性能かつスケーラブルな AI 基盤の普及に貢献してまいります。 

 

【 VIAVI TestCenter UET 検証ソリューションの主な特長 】 

■ GPU 不要で大規模 AI ネットワークを検証 

GPU 環境を構築することなく AI トラフィックを生成し、ネットワーク評価にかかる設備投資および運用負荷を削

減します。AI ファブリックの性能・耐障害性を効率的に検証できます。 

⚫ 実環境に近い AI ワークロードトラフィックを大規模にエミュレーション 

⚫ 高価なGPU環境を用意せず、検証コストと準備期間を低減 

⚫ 次世代AI データセンターネットワークの開発・評価を効率化 

■ UET トランスポート層を忠実に再現 

⚫ Reliable Ordered Delivery（RODは／Reliable Unordered Delivery（RUDは 

⚫ Packet Trimming、Congestion Control、Dynamic Multipathing 

■ AI ワークロードを高精度エミュレーション 

⚫ Collective Communications（CCLはや Large Language Model（LLMはの通信フローを再現 

⚫ ステートフルな AI トラフィック生成により、アプリケーションに近い条件で評価 

■ AI ファブリックの負荷分散を包括的に評価 

⚫ ECMP、Packet Spraying、Flowlet Switching などの負荷分散機能を検証 

⚫ AI ファブリック全体の性能、信頼性、拡張性の向上に貢献 
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【VIAVI 社からのコメント】  

VIAVI Solutions Inc. 

Vice President of Product Management 

(Optical Transport および High-Speed Ethernet 担当) 

Aniket Khosla（アニケット・コースラ）氏 

AI クラスタ 今後、数百万規模のエンドポイントへと拡大していくことが見込まれており、物理的な GPU のみに頼

ったネットワーク検証 も や現実的と 言えなくなりつつあります。Ultra Ethernet  AI および HPC 向けに高

いスループットと標準化のメリットをもたらす一方、その成否 厳密かつ実践的な検証にかかっています。今回の

GPU不要かつフルフィデリティなUET検証ソリューションにより、お客様 よりスピーディかつコスト効率よく、スケーラ

ブルで高性能な AI ファブリックを展開できるようになります。 

 

【東陽テクニカからのコメント】 

株式会社東陽テクニカ 

取締役 常務執行役員 

小野寺 充 

生成 AI の急速な普及により、AI データセンターネットワークに これまで以上の性能と信頼性が求められていま

す。UETに代表される新たな技術標準の普及において 、標準への準拠性と品質を確保するための検証が重要

です。当社 VIAVI 社の国内パートナーとして、最先端の UET 検証ソリューションを通じ、お客様の技術革新と

事業成長を支援してまいります。 

 

【 製品データ 】 

・ソリューション名：「Ultra Ethernet Transport（UETは検証ソリューション」 

・対象製品：「VIAVI TestCenter」シリーズ 

・当社提供開始日：2026 年 8月 6日 

・価格：要お見積り 

 

 

＜VIAVI Solutions Inc.について＞ 

VIAVI（NASDAQ: VIAVは 、テストおよび測定と光テクノロジー分野のグローバルリーダーです。同社のテ

スト、監視、保証、および高信頼の位置・ナビゲーション・タイミング（PNTはソリューション 、データセンターのエコ

システムや通信ネットワークから、軍事、航空宇宙、鉄道、緊急対応通信に至るまでの重要インフラの運用を支え、

安全性を実現しています。さらに、偽造防止、家電、航空宇宙、産業、オートモーティブなどの最終市場における

大量生産向け光学アプリケーションに使用される技術の開発と高度化を進めています。  

VIAVI Solutions Inc. Web サイト：https://www.viavisolutions.com/ 

 

＜株式会社東陽テクニカについて＞ 

東陽テクニカ 、最先端の“ かる”技術のリーディングカンパニーとして、技術革新を推進しています。その事業

分野 、脱炭素／エネルギー、先進モビリティ、情報通信、EMC、ソフトウェア開発、防衛、情報セキュリティ、ライ

フサイエンス、量子ソリューションなど多岐にわたり、クリーンエネルギーや自動運転の開発などトレンド分野への最新

https://www.viavisolutions.com/
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計測ソリューションの提供や、独自の計測技術を生かした自社製品開発にも注力しています。新規事業投資や 

M&A による成長戦略のもと国内外事業を拡大し、安全で環境にやさしい社会づくりと産業界の発展に貢献して

まいります。 

株式会社東陽テクニカ Web サイト：https://www.toyo.co.jp/ 

 

★ 本件に関するお問い合わせ先 ★ 

 

株式会社東陽テクニカ 経営企画部 広報・マーケティンググループ 

TEL：03-3279-0771(代表) E-mail：marketing_pr@toyo.co.jp 

ソリューションページ：https://www.toyo.co.jp/act/products/detail/testcenter.html 
 

※本ニュースリリースに記載されている内容 、発表日現在の情報です。製品情報、サービス内容、お問い合わせ先など、予告なく変更

する可能性がありますので、あらかじめご了承ください。 

※記載されている会社名および製品名など 、各社の商標また 登録商標です。 

https://www.toyo.co.jp/
mailto:marketing_pr@toyo.co.jp
mailto:dataio@toyo.co.jp
mailto:dataio@toyo.co.jp
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